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人間行動の理解は、情報システムの究極の目標も一つである。しかし、その実現は
未だ困難である。すでに装着型センサによる多くの行動識別研究がなされているが、
実社会で利用される技術としては、環境に対するロバスト性やセンサからの独立性が
十分とは言えない。我々は装着型センサを用いた人間行動の大規模データベースを用
いることにより、この課題を克服したいと考え、データベースの構築の検討を行って
いる。しかし、センサの種別、装着箇所、パラメータなど複数の課題があり、単純に
データを集めれば良い、ということでも無い。センサ情報を収集しつつ、センサ信号
処理の標準化や高度化を行う、という目的で「HASC Challenge」と呼ぶセンサ信号
に関する技術チャレンジを設定してこの課題に対応する。ぜひ、ご参加頂きたい。

Towards the Construction of
the Large Scale Human Sensor Database
for the Activity Understandings

Nobuo KAWAGUCHI†1

Understanding of the human activity is one of the ultimate goal of the human
related information system. There are several activity recognition researches.
But most of them are not ready for real world deployment because of less robust-
ness. We are planning to construct a large scale database for human activity to
overcome the difficulties. However, there are several issues to be fixed such as
the kind, placement, parameter of sensors. So, we propose ”HASC Challenge”
to deal the issues and to advance the sensor related processings. We are waiting
for your attendance.
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1. は じ め に

人間の行動を認識・理解し、その状況に応じた適切なサービスを提供することは、人を

取り巻く情報システムの究極の目標とも言え、様々な提案・研究・検討がなされてきた。特

に、近年のMEMS技術によるセンサの小型化、低価格化により、多様なデバイスにセンサ

が搭載され、活用されるに従い、その期待も大きくなりつつある。実際、多数のセンサ情報

処理に関する研究がなされている1)–12)。また、医療分野など、情報処理の専門家で無い分

野においても、装着型センサへの期待は高いようである13),14)。

一方、これだけ多くの研究がなされながら、多くは一定の制約環境下で行われており、誰

もが実環境にて手軽に利用可能なセンサ情報処理が実現できているとは言い難いのが現状

である。加速度信号に代表される装着型センサ信号の処理は、音声や画像、自然言語処理

と比較すれば、歴史も浅く、十分に成熟していない。例えば、音声、画像、言語の各分野で

は、それぞれ、目的に応じた大規模なデータベースや、様々な処理のためのアルゴリズムや

ツールキットが整備されている。また、学会や国際会議も組織されており、分野として成立

している。

これに対し、行動信号処理は、分野も未成立であり、データベース、アルゴリズム、ツー

ルキットも十分に整理されていない。逆に言えば、多くの課題があるため、今後、十分な発

展が望める分野である。また、健康・医療や社会福祉など、他分野との融合も必要とする分

野であり、情報処理の専門家が活躍する場も多いと考えている。

我々は、この分野の振興のために、皆で共有可能な大規模データベースやツールが必要で

あると考え、HASC(Human Activity Sensing Consortium)という組織を準備し、その検

討を進めている。本発表では、これまでの検討で見えてきた課題や、HASCの今後の活動

予定について紹介する。

2. 人間行動理解のための大規模データベースの提案

音声処理、画像処理、自然言語処理、といった分野においては、性能の高いシステムの実

現ためには、大規模なデータに基づく学習やモデルの利用が重要である。しかし、行動処

理、行動理解という分野では、まだデータベースは整備されておらず、個々の研究も小規模

にならざるを得ず、結果として、実環境において十分な認識精度が出せるとは言い難い状況

になっている。

我々は、行動理解においても、大規模なデータを用いた認識や評価を行うことが重要であ



る、と考える。しかし、大規模データの収集にはそれなりのコストが必要となり、そのコス

トに見合うそれなりの規模の研究費を得るためには、ある程度の成果が予測できる必要があ

る。ところが、大規模なセンサデータを収集することによって得られる認識精度向上は、今

の時点では、予測が困難であると同時に、単なる規模拡大による精度向上は、一般に、研究

成果として認められにくいため、大きな規模の研究費の獲得も難しい、という問題がある。

もちろん、音声、画像、言語の分野でも同様の問題が存在した。これらの分野では、例

えば、複数の拠点が互いにある程度の規模のデータを収集し、その集大成として、大規模

なデータを得る、といった仕組みを実現している。例えば、JNAS15) と呼ばれる日本音響

学会の新聞記事読み上げコーパスでは、39の機関が協力してデータベースを構築している。

また、情報処理学会の音声言語情報処理研究会では、雑音下音声認識共通評価データベー

スとして AURORA-2J16) を構築している。これは、様々な認識アルゴリズムを共通的に

評価するためのデータベースであり、評価結果を示す表の形式まで統一することによって、

論文間の比較を容易にしている。

このように、他分野での知見を用いることで、可能な限り短期間でのキャッチアップを実

現したいと考えている。一方、装着型センサならではの、様々な課題も存在する。以下で

は、データベース構築における課題について述べる。

2.1 データベース構築における課題

音声言語のデータベースでは、誰が、どのような環境で、どのように発話するか、といっ

た問題がデータベース収集の課題であった。もちろん、どのようなマイクで、どのようなサ

ンプリングレートを用いるか、といった問題もあるが、ある程度の経験により、解決されて

きたと言えよう。

一方、行動信号に関しては、これらの点は未解決である。以下、行動信号の計測に関して

の課題を挙げる。

• センサの種別
どのようなセンサを用いるか、３軸加速度だけで良いのか、３軸ジャイロを用いるか、

もしくは、地磁気センサのようなものを用いるか。既存のデバイスを用いるか、専用の

デバイスを用いるか。異なるデバイスを用いるか、統一的なデバイスで行うか。

• センサの計測パラメータ
サンプリングレートはどのようにすべきか。計測のレンジは、どうすべきか。

• センサの装着場所・数
被験者のどこにセンサを装着すべきか。また、いくつのセンサを装着すべきか。

• センサ装着による影響
センサを装着することによって、ユーザの行動様式に変化がでないか。

• どのようなアプリケーションを対象とするか
センサの種別や装着場所などは、どのような応用を想定するかによって異なるが、デー

タベースの収集も実際の応用可能性がある場面を目指すべきと考えている。

• データ形式
どのような形式でデータを保存すべきか。センサ情報や装着位置に関する情報をどのよ

うに保持すべきか。

• データ収集手順
どのような段取りでデータを収集すべきか。リアルタイムに収集するのか、オフライン

で後ほど収集するのか。

• 被験者
どのように被験者を集めるのか。被験者にはどのような指示を出すのか。

残念ながら、上記の課題・疑問について、一つの正解は存在しない。しかし、一つ一つを

決めなければ評価もデータベースの構築も進まない。

そこで、たたき台を作り、多くの方々の意見を取り入れながら、修正を繰り返す、という

形式で実現することを目指す。

3. HASC Challenge の提案

データベースの構築のためには、前節で示したように、多くの決定事項がある。しかし、

具体的な決定を行うには、実際の識別率などとの関係や、データベースの使い勝手、応用の

実現性など、多くの点を考慮する必要がある。

これらの点を検討しながらデータベースを集めるために、センサ情報処理の技術チャレン

ジとして「HASC Challenge(以下 HC)」を提案する。HC は、センサ信号処理において、

複数拠点の協力によるデータ収集と、優良な特徴量・アルゴリズムの開拓、および、アルゴ

リズム・ツールの標準化を目的としている。以下は、現在検討中の案であり、変更の可能性

がある。最終的には HASC のホームページ⋆1にて公開予定である。

( 1 ) HASC Challenge2010(HC2010) は、加速度センサのみを対象とする。

( 2 ) シンプルな行動６種類程度を識別することを目的とし、正答率で評価する。

⋆1 http://hasc.jp



( 3 ) 行動は「静止」「歩行」「ジョギング」「スキップ」「階段を登る」「階段を降りる」を

予定している。

( 4 ) 参加者は互いにタグ付けを行なったデータを持ち寄り、最終的な評価を行う。すなわ

ち、各参加者は自分で作成したデータでテスト・学習・検討を行い、他の参加者の作

成したデータで最終的な評価を行う。

( 5 ) 利用するセンサデバイスは、他者が入手可能な限り、自由とするが、提供・利用する

デバイスの種別・スペックは事前に登録することとする。(すなわち、各参加者は、自

分の使い易いセンサを利用しても良い。）

( 6 ) タグ、データ形式、評価結果の出力形式は統一とし、評価用データのタグは事前には

渡さない。

( 7 ) 参加者は、評価用データを受け取り、評価結果を提出する。

( 8 ) 評価スクリプト、評価結果の提示用の表は、主催者側で準備する。

なお、HC2010では、以下の点を考慮して準備を進めている。

• HCはコンテストではない

HCはコンテストでは無く、データ収集と情報共有が目的。もちろん評価は行うが、全

員が HASCに貢献する、という意識で参加していただくことが望ましい。

• 収集したデータは共有
HCで収集されたデータは、互いに共有して利用して良い、という条件で提供する。た

だし、HASC、もしくは HCに参加していない組織への提供は、有償、もしくは１年以

上先とする。

• 結果は公表
参加者は、利用したアルゴリズムや工夫について、説明する義務を負う。ただし、ソー

スコードの公開等は必須ではない。

• 勉強会、講習会等の開催を予定
初めて加速度センサを利用してみる参加者のために、勉強会や講習会の開催を予定して

いる。

• ツールの提供
センサ信号処理を行うためのツールの提供を予定している。

以上、現在検討中の案について説明した。ご意見があれば、ぜひお寄せいただきたい。

4. ま と め

本発表では、人間行動理解のための装着型センサを用いた大規模データベースの構築に関

し、その必要性、課題を述べた。また、その実現へのエンジンとしての「HASC Challenge」

を提案した。HCを通して、様々なデータの収集と共有が進むことが期待される。
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